
電子基準点は1993年度に南関東・東海地域に110

点設置されたのをはじめとして，1994年度には全国

に100点増設された。この増設点の運用開始後数日

で北海道東方沖地震による地殻変動を検出したこと

により，電子基準点の高精度なデータに対する信頼

度が確保された。従来多くの年月を要する基準点の

測地測量によらなければなかった地殻変動の検出が

電子基準点により数日でできるようになった。現在

では全国に約1,200点設置され，24時間連続観測に

より全国の地殻変動の様相を日々あるいは３時間毎

に捉えているほか，より時間分解能を上げ１秒ごと

の変化も試験的ではあるが得られている。GEONET
システムの高度化が進み，より確度が高く，より高

時間分解能のデータが得られてきている現在，各種

委員会等へ提供する地殻変動に関する資料をより高

度化していく必要がある。そのため，データの分か

りやすい表現手法の検討，資料作成の簡易化及びそ

れらを実現するためのソフトウェアの開発が今後の

課題である。
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表－９　地震調査委員会提出資料例

図－44 地震調査委員会の資料作成フロー



４．その他

４．１ インターネットによるデータ提供

国土地理院では日本全国に1,200点の電子基準点
を整備し，常時データの収集及び解析処理を行って

いる。それら電子基準点において取得された観測

データや解析結果のインターネットによる提供を

1999年８月より行っている。ここでは，その現状に

ついて紹介する。

外部公開されている電子基準点のデータ等は，

GEONETの中央局管理装置のデータ提供・保守情
報提供システムで提供され，電子基準点データ提供

ホームページから公開されている（図－45）。

（http://terras.gsi.go.jp/inet_NEW/index.html）

ホームページで公開されているデータ，情報は以

下の通りである。

観測データは以下の条件において取得されたもの

である。

観測データは，当該年度の４月１日から約３日前

までの期間の観測データが公開されている。前年度

までのデータについては，（社）日本測量協会より

CD-Rで技術資料として複製頒布されている。
これまで，電子基準点観測データは，24時間単位

のファイルで２～３日後に公開されてきたが，６時

間単位，毎日８回３時間ごとに新しいデータを公開

されるように，提供システムの改良を行った。

改良の詳細な内容は，次の通りである。データ格

納装置において保存された観測データは３時間分

（0:00 UT～3:00 UT，3:00 UT～6:00 UT，6:00 UT～
9:00 UT，…）が１ファイルとなっている。それら連
続する２ファイルを結合し３時間毎の６時間RINEX
データ（例：0:00 UT～6:00 UT，3:00 UT～9:00 UT，
6:00 UT～12:00 UT，…，21:00 UT～3:00 UT，…）
を作成し提供する。取得から２日経過したものにつ

いてはさらに24時間データ（0:00 UT～24:00 UT）
に結合したものを提供する。すなわち，直近の過去

２日以内のデータについては，３時間毎の６時間デー

タを提供し，過去２日以上のものについては，現在

と同様の24時間データを提供するようにシステムを

改良した（図－46）。

この改良により，利用者は観測後２～５時間程度

でデータが取得できることになる。電子基準点を用

いた測量では当日中に計算処理を行うことが可能に

なり，大幅な効率化や利用拡大などが予想される。
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観測データ　：位相データ，衛星軌道情報

（RINEXファイル）
諸元情報　　：電子基準点の所在地情報

稼働状況　　：観測データの有無

日々の座標値：定常解析による解析結果ファイル

精密暦　　　：IGSで公開されている精密暦
（IGS最終暦）

データサンプリング間隔：30秒

観測仰角　：５度（常時接続されていない電子基

準点については15度）

観測時間　：24時間連続観測（0:00UT～24:00UT）
周波数　　：Ｌ１，Ｌ２

図－45 電子基準点データ提供ホームページ（一場面）

図－46 新旧データ提供システムにおけるデータ公開の

イメージ



日々の座標値とは，定常解析結果（IGS最終暦を
用いた24時間解析結果）を電子基準点毎に，まとめ

たものである。IGS最終暦が１週間毎に更新される
のに伴い，日々の座標値の更新も１週間毎である。

精密暦については，IGSデータ管理装置によって
IGSデータセンターから収集されたIGSの精密暦
（IGS最終暦）を公開している。GEONETのデータ
処理システムの一つであるデータ格納装置には電子

基準点からのRINEXデータや解析に使われるグロー
バルファイル，解析結果ファイル等が保存されてい

る。外部公開されるものは，そこからデータ提供・

保守情報提供システムに転送される。

データ提供・保守情報提供システムは，地理院内

のシステムとのデータ交換のため院内のネットワー

クに接続される一方，外部利用者からの接続に対し

て開かれているため，セキュリティの備えとして，

内部のネットワークと外部のネットワークの間に，

セキュリティを監視し，必要のないアクセスを遮断

するためのファイアーウォールを設置している。

インターネットによる提供は1999年８月から電子

基準点データが開始された。当初の電子基準点デー

タの利用者は主に地殻変動の研究者に限られてい

た。だが，平成14年４月の改正測量法施行により，

公共測量の既知点として電子基準点が利用可能とな

ると，観測データのダウンロード件数も飛躍的に増

加した。研究のみならず，公共測量に使われること

によって，電子基準点を故障無く運用し，データを

遅れなく提供することが求められるようになった。

休日や深夜であっても運用の停止や，データ提供の

不具合に対しても，すぐにクレームが寄せられるよ

うになった。逆に言えば，それだけ電子基準点は社

会的インフラの基盤としての地位を確立したといえ

よう。

４．２ GPSデータクリアリングハウスの構築
４．２．１ GPSデータクリアリングハウス構築の

目的

GPSデータクリアリングハウスは，地震調査研究
推進本部の「地震に関する基盤的調査観測等の結果

の流通・公開について（平成14年８月26日）」（地震

調査研究推進本部政策委員会調査観測計画部会調査

観測結果流通ワーキングクループ報告書）の方針に

基づき構築されたものである。同報告書で調査観測

結果の流通・公開の体制について，「調査観測の態

勢が調査観測項目ごとに様々であることから，デー

タセンター機能（全国規模のデータを収集，処理，

提供する機能）についても，その特徴を踏まえ，調

査観測項目ごとに整備する。」とされ，GPS連続観
測の結果の流通・公開に関する今後の方針について

は，「国土地理院のホームページに，GPS連続観測

の観測点やデータの所在などの情報を一元的に得る

ことが出来る仕組み（クリアリングハウス）を設け

る。」とされている。

測地観測センターでは，この方針に基づき，国土

地理院のホームページからGPSデータを保有する国
土地理院，他の研究機関及び大学等（以下，「国土

地理院等の機関」という。）のGPSデータを検索す
ることを目的としてGPSデータクリアリングハウス
を構築した（図－47）。

これによりGPSデータの利用者は，インターネッ
トを介して国土地理院等の機関のGPS情報が，「何
処に」「どの様な情報として」「どの様な形式で」

「どの様に入手」できるのか容易に検索することが

可能となる。

４．２．２ GPSデータクリアリングハウスの機能
GPSクリアリングハウスは，クリアリングハウス・

ノードと呼ばれるクリアリングハウスに参加する国

土地理院等の機関がそれぞれ所有するデータの具体

的特徴について記述したメタデータ・データベース

を整備し，それを一般利用者等からのデータに関す

る情報検索やデータの提供要求に応じられるように

構築した「メタデータ検索・提供システム」である。

GPSデータクリアリングハウスは，「クリアリン
グハウス公開サブシステム」と「クリアリングノー

ド構築サブシステム」の２つのサブシステムからな

り，それぞれ次の機能によって構成されている

（図－48）。

（１）クリアリングハウス公開サブシステム

（ａ）クリアリングハウス検索機能

国土地理院のホームページからリンクされること

によって，GPSデータを保有する国土地理院等の機
関の必要なデータ（以下，「メタデータ」という。）

を検索するためのサーバ機能を提供する。クリアリ

ングハウス検索機能は，WWWサーバ機能による
GIS連携機能（以下，WebGIS機能）を提供し，効
率的なクリアリングノード指定による検索と下記の

データ検索機能を有する。

１）電子基準点及びGPS観測局が示されている地図
から検索の指定が行える。

２）地図は，拡大縮小を行うことができる。

３）地図は，都道府県境，市町村境を表示すること

ができる。

４）経度・緯度から地図上の検索範囲を表示するこ

とができる。

５）都道府県名で地図上の検索範囲を表示すること

ができる。
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（ｂ）電子基準点地図更新機能

クリアリングハウス検索機能によって提供される

地図上の電子基準点情報を効率的に作成するための

ツールを提供する。電子基準点地図更新機能は，管

理者用のツールプログラムとして，地図上に電子基

準点及びGPS観測局を追加や削除することができ
る。

（ｃ）クリアリングハウスゲートウェイ機能

国土地理院等の機関が自ら保有するメタデータを

効率的に検索するためゲートウェイ機能を提供す

る。クリアリグハウスゲートウェイ機能は，複数の

機関又は団体のクリアリングノードを追加，削除す

ることができる。

（２）クリアリングノード構築サブシステム

（ａ）クリアリングノード構築機能

国土地理院等の機関が自ら保有するメタデータを

管理し，ISO23950「情報検索サービス定義とプロ

トコル仕様」に準拠したクリアリングハウス・ノー

ドの構築機能を提供する。

クリアリングノード構築機能は，国土地理院等の

機関が保有する膨大な電子基準点及びGPS観測局等
のGPSデータの内容等について記述したメタデー
タ・データベースを構築し，GPSデータをその内容
の具体的特徴（電子基準点及びGPS観測局情報，経
度・緯度範囲，地域名，時間的範囲，データの入手

方法等）をキーとして検索することができる。

（ｂ）メタデータ作成機能

メタデータ作成機能は，クリアリングノード構築

に必要なメタデータの作成と，そのソースファイル
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図－47 GPSデータクリアリングハウス全体図

図－48 システム構成



であるXMLファイルを効率的に作成するためのツー
ルを提供する。

メタデータ作成機能は，管理者用のツールプログ

ラムとして，電子基準点及びGPS観測局の情報から

XMLファイルを作成及び既存レガシーシステムに
よって管理されている電子基準点及びGPS観測局の
情報からXMLファイルを作成し，クリアリングノー
ドデータの追加，更新を行うことができる。
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